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たくさんの笑顔が 

集まった１日 
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３月 17日、 姶良公民館で今年も恒例の

「あいら福祉まつり」を開催しました。  

メインホールでは、永年福祉の向上に貢

献された方々に対する表彰や福祉作文コン

クール最優秀作文発表、ボランティア協力

校活動発表、講演を実施し、ホール外では、

福祉団体によるバザーや啓発、相談ブー

ス・体験コーナーの設置、子ども食堂による

お弁当の販売などを行いました。 

会場には６００名を超える来場があり、盛

況のまま終えることができました。運営に

ご協力いただいたボランティアの皆さま、

誠にありがとうございました。 

● 敬称略とさせていただきます。 

● 希望により非掲載の方がいらっしゃいます。 

第 12回 あいら福祉まつり 
たくさんのご来場ありがとうございました 

令和５年度姶良市社会福祉協議会会長表彰 被表彰者 
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●民生委員児童委員 有村悦子 早瀬アキ子 鎌田紀幸 岩元智子 長谷 博 添盛公子 

●訪問介護員 井手ノ上律子      

●社会福祉施設の職員 森尾加奈美 岩崎孝博 （社会福祉法人晶貴会）    

 有元のり子 吉原直美 厚地初美 中尾優子 武藤ミサエ （社会福祉法人みらい） 

●ボランティア個人 平田光恵 真ヶ田りえ子 下楠薗和子 川尻博子 福谷禮子 寺師泰子 

 下畠節子 鮫島道子 宮山 明 古城るり子 西 尚美  

●ボランティア団体 西之妻なでしこ G 西宮島さくら会 いきいきサロン西反土 めでる於里 上木田はつらつ健康クラブ 米丸元気会 

 サロンやまとなでしこ いきいきサロン大山 漆田の神さあサロン    

●感謝状 堂園昭男 山元カズ子 江口多鶴子    

 

甲状腺がんの手術に伴い声がでなくなる危

険があると告げられたことをきっかけに、長年

の夢だった歌手に挑戦。どれだけ頑張っても

うまくいかない。くじけそうになった時、家族

の支えや多くの人々との出会いによって困難

を乗り越えられた。家族愛やユーモアたっぷり

のお話とミニコンサートに「感動しました。」と

の多くのメッセージが寄せられました。 

第 14回福祉作文コンクール 最優秀賞入賞者 
● 学校及び学年は入賞時のものです。 

● 福祉作文集は市内の図書館・公民館・医療機関・社協本所及び各支所で閲覧できます。 

講演 「がんが教えてくれたこと」 シンガー 木山 裕策 氏 
－自分に向き合って見つけた夢－ 
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地域福祉活動の推進 

画 

事 

業 

計 
広報活動の積極的な推進 

調査・研究 

● 誰もが地域で安心して暮らせる地域支え合い体制をつくる 

● 誰でも気軽に安心して相談できる環境をつくる 

● 成年後見制度の利用促進及び成年後見支援センターの円滑な運営を図る 

● 生活困窮者の実態把握と支援体制の充実を図る 

● 自立相談支援事業の個別支援を重層的に複合的に展開する 

● 地域にある福祉ニーズを調査する 

● 大学や地域コミュニティ組織との共同を図る 

● 地域にどのような活動が必要かを考える 

● ＳＮＳを積極的に活用する 

● 情報の収集、発掘、把握をすすめる 

● 活きた情報を正確に分かりやすく伝える 

● 情報を共有してコーディネートやマッチングに活かす 

市社協の情報は、インターネットやＳＮＳでもご確認いただけます。 

インスタグラムやフェイスブックでは、イベントや講座のお知らせ、 

地域の情報などを写真付きで掲載しています。是非ご覧ください。 

● 参加しやすい講座や体験プログラムを実施する 

● ボランティア活動に対する相談に応じ、紹介や情報提供を行う 

● 福祉教育を推進し、児童・生徒の社会福祉への理解と関心を高める 

● 地域の社会資源や人材をつなぐコーディネートを行う 

● 災害に対する理解と備えを広げる 

当 

社協の情報はコチラから 

予 算 
[ 資金収支計算書 ] 

初 令和６年度 

科 目 金額（千円） 

助成金支出 2,156 

負担金支出 35 

流動資産評価等による資金減少額 474 

事業活動支出計 248,615 

事業活動資金収支差額 ▲6,255 

施設整備等収入計 27,835 

施設整備等支出計 28,857 

施設整備等資金収支差額 ▲1,022 

その他の活動収入計 0 

その他の活動支出計 5,126 

その他の活動資金収支差額 ▲5,126 

予備費支出 580 

当期資金収支差額合計 ▲12,983 

前期末支払資金残高 115,801 

当期末支払資金残高 102,818 

 

ボランティアの育成及び活動の振興 

科 目 金額（千円） 

会費収入 3,872 

寄附金収入 5,072 

経常経費補助金収入 46,968 

受託金収入 127,812 

貸付事業収入 1,501 

事業収入 43,981 

介護保険事業収入 8,329 

障害福祉サービス等事業収入 4,416 

受取利息配当金収入 2 

その他の収入 407 

事業活動収入計 242,360 

人件費支出 143,317 

事業費支出 79,247 

事務費支出 21,886 

貸付事業支出 1,500 

 

令和６年度 

フェイスブック 

ホームページ 

インスタグラム 

事業計画及び当初予算

の詳細は、こちらのＱＲ

コードからホームページ

をご覧ください。▼ 



との話を伺いました。その後はグループに分か

れ、参加者同士で現在行っているボランティアの

情報交換や病院、施設の方と交流しました。 

参加者からは、「病院、施設の方と直接話がで

きてよかった。」「自分にできるボランティア活動

をしていきたい。」との感想がありました。 

 ● 認知症の初期症状として注視すべき事 

・ もの忘れや、さっき起きた出来事が思い出 

せない、覚えていたことや知っている人の 

名前が思い出せない 

・ 日にちや自分の年齢、住んでいる場所や朝 

晩の判断がつかないなど 

● 不安な時は、早めの医療機関への受診を 

● 毎日見ている家族では気付かない変化 

にときどき会うボランティアだから 

こそ気付くこともある 

 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

Instagramで 

市社協の活動を 

発信しています！ 

１
・
２
・
３
月 

社
協
事
業
報
告 

「 地域のお宝 」 について考えました 
  

  
支え合い活動の輪が広がりました 

ボランティアへの意欲が高まりました 

 

自分たちにできることから活動を始めてみませんか？ 

ボランティア交流会を 3 月 11 日、姶良公民

館にて開催しました。新型コロナウイルスの影響

で病院や施設でのボランティア活動が激減する

中、少しずつではありますが、ボランティアの受

け入れに前向きになっている事業所が増えつつ

あります。 

今回、南九州病院、大井病院、まほろあいらデ

イサービスセンター、ナルホイヤデイサービスの

職員の方々をお招きし、各事業所の紹介や「調理

や園芸、地域の方との交流」「音楽や踊りなどの

披露」「清掃」などのボランティアを募集している 

児童・生徒のふれあいボランティア活動事業

は、ボランティア活動に参加した児童・生徒の

カードにスタンプを押印し、10 ポイント貯まるご

とに認定証を発行する事業です。 

ポイントの付与や認定証の授与が児童・生徒に

とって活動に参加するきっかけや活動を持続で

きる励みになることを目的としています。 

未就学児 

５ポイント達成！ 

地域生活応援員養成・フォローアップ講座を 

2月 28日、姶良公民館にて開催しました。 

養成講座では、「地域に貢献したい。」「何か人

の役に立ちたい。」とこの活動に興味を持ってい

ただいた方々に事業説明を行い、新たに６名の

方に登録していただきました。 

フォローアップ講座では、現在活動をしている

応援員も加わり、大井病院の長﨑守氏による認

知症についての講演と意見交換を行い、ボラン

ティアの魅力ややりがいについて話が盛り上が

りました。 

 

病院、施設の方を交 

えて交流と意見交換 

講師の長﨑氏 
実際にはどのような

活動をするの？  

清掃活動に参加した

り、地域のイベントで

お手伝いをしました。

小学生になったら 

バレーボールを 

頑張りたいです。 

日常生活に支援を必要とし

ている方に対し、買い物や

室内の掃除、衣類の整理、話

し相手などのボランティア

活動（有償型）をお願いして

います。 

▲ 室内の簡単な清掃 ▲ 窓ふき 

▲ 室内の簡単な清掃 ▲ 庭の草刈り 
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活動時間 8時 30分から 17時まで 

のうち 4時間以内 

活動謝金 300円/30分(チケット制) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 地域のお宝 」 について考えました 
  

  
「サロン交流会」を通して、みんな笑顔になりました。 

サロン活動の充実を図ることを目的に、ふれ

あいいきいきサロン交流会が、２月１日、姶良

公民館で開催され、悪天候の中にも関わらず、

市内 103のサロンから 223名の参加者がありま

した。 

市地域包括支援センターから通いの場につ

いてのお話、「竜門わくわくサロン」によるサロ

ン劇の発表、「千年メディカルクリニック」中島

隆宏医師による講演、参加者全員でのピンピン

長生き前向きソング体操など盛りだくさんの

内容で行いました。 
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「 地域のお宝 」 について考えました 
  

  

もしもの時のための 

ボランティア活動保険に加入しませんか？ 

５月末日までに保険加入された方に限り 

加入時に１人あたり 100円の補助あり 

▲みんなで一緒にピンピン長生き前向きソング体操 ▲サロン劇：健康長寿「ある日のできごと」 

▼竜門わくわくサロンの皆さん 

▲講演  医師が考える豊かなシニアライフ      サロン担当も劇に特別出演▲ 

！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月７日、姶良公民館で開催した成年後見制度講演会＆

終活セミナーは、市内外から１７５名の方にご来場いただき、

笑いあり涙ありの学びの一日となりました。 

「夫婦の仲のよい漫才でほっこりしました。」「『あせらず

あわてず あきらめず』 とても心にしみました。」「終末期の

心構え、早速いろいろ考えようと思いました。」などたくさ

んのお声をいただきました。 

お問合せ ・ ご相談は成年後見支援センターへお気軽にどうぞ 
 

市成年後見支援センター（姶良市社会福祉協議会内） ☎ 0995-65-7757 

▲講演 「笑顔で福がやってくる！」 

～誰もが楽しみながら、 

前向きで幸せな人生を送るためのコツ～ 

夫婦漫才コンビ 中山まさとも・つかさ 氏 
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どんな人が成年後見人になるの？ 

成年後見人等には、家族や親せきのほか、福祉

の専門家、法律の専門家などがなります。 
 

また、専門的な勉強をした地域の人や後見をし

てくれる団体（法人）などがなることもあります。 

※成年後見制度では、判断能力等の違いで支援する人を後見人、

保佐人、補助人、任意後見人など呼び方が変わるので、「成年後

見人等」と表記しています 

こんな人たちがあなたを支援してくれます！ 

親族 

誰がなるかは、本人の希望や気持ち、身体の様子、暮らし方を 
確かめてから、本人に合った人を家庭裁判所が決めます。 

本人にとって身近な頼れる人 

３月１４日に市内の地域団体や福祉団体、医療機関のほか、専

門職や学識経験者、行政職員が集まり、成年後見制度利用促進

協議会を開催しました。 

この１年で取り組んだ講演会や講座などの制度普及活動や

相談実績などを報告し、今後の方向性などについて活発な意見

交換がされました。 

 市成年後見支援センターにはこの 1年で 217 件の相談が寄

せられています。今後は相談から制度につながった事例や関係

機関と連携した事例などを分析し、後見人の受任者調整にも取

り組んでまいります。 

▲終活セミナー 

「何から始める？初めての『終活』」 

日本エンディングサポート協会 

理事長 佐々木悦子 氏 

会場内では、県青年司法書士会と県社会福祉士会の協力

のもと、成年後見制度に関する無料相談会を実施し、任意

後見や法定後見、遺言、死後事務委任、調停のことなどた

くさんの相談が寄せられました。 

成年後見制度をもっと身近に… 

市民 
後見人 

専門的な研修を受けた地域の人 

※法人後見や市民後見人の取り組みは令和６年度以降から検討、協議予定 

専門職 

福祉関係 

の法人 

福祉や法律の専門家 

（社会福祉士、司法書士、弁護士など） 

▲年に数回、専門機関が集まり、関係機関との相互連携 

や中核機関の取り組みについて協議しています 



  

日頃から本会の事業・運営に格別のご理解とご協力を
賜り心から感謝申し上げます。 

次の個人・団体より本会にご寄付いただきました。社会
福祉の増進・充実のために活用させていただきます。 
誠にありがとうございました。 

寄付者 金 額 ・ 物 品 

ふれあい吹矢クラブ加治木 A クラブ ８千円 

枦山自治会 ４千５百円 

竪野自治会 ８万円 

匿名 １万円 

小坂克彦 ３千円 

蒲生町招魂社奉賛会 ２万円 

マルハン加治木店 お菓子 

 

このたび社会福祉のために役立てるようにとのご趣旨で
本会にご寄付いただきました。 
故人のご冥福をお祈り致しますと共にこのご温情に応え、

社会福祉の増進・充実に努めていきたいと存じます。 
誠にありがとうございました。 

姶良地区    

寄付者 故人 自治会 金額 

戸島忠男 戸島幸子 高樋 ３万円 

－ 下村洋子 － １万円 

前田和代 前田修一 俵原 ５万円 

田方正明 田方峯子 鍋倉 ２万円 

羽迫 守 羽迫ノブ子 上場 ２万円 

霧島淑子 霧島 怜 白金原 ２万円 

米盛友子 田口アキエ 青葉台 ３万円 

本中島久志 本中島春子 松原上 ３万円 

福迫 勝 福迫昭子 船津 ２万円 

宮脇紀代子 宮脇實良 森山 １０万円 

髙橋貴代子 山之内キミ子 青葉台 ５千円 

松元悦子 松元鉄夫 城下 ３万円 

折口博已 折口玲子 東 ３万円 

玉寄敬子 玉寄 功 みさと台 ３万円 

－ 中間直美 － －  

山之内シゲ子 山之内博行 楠元団地 ２万円 

下鶴キクノ 下鶴富男 黒瀬南 ２万円 

上原翔太 上原美慧 西宮島町 ３万円 

－ 西 久子 － －  

永富ナル子 永富清隆 豊留 ３万円 

木村ツヨ子 木村勝利 帖佐駅前 ３万円 

花田利治 花田雄介 池島町 ５万円 

坂元みちよ 中尾忠義 並木東 １万円 

森 ひろ子 森 渉 竪野 －  

山元ササヱ 山元 隆 白浜 ３万円 

森 廣良 森 信廣 新馬場 １万円 

風口節子 風口實廣 西姶良南 ３万円 

德丸良子 德丸一夫 十日町 ３万円 

甲斐道寛 甲斐明子 青葉台 －  

 

 香  典  返  し  寄  付  
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会 員 金額 会 員 金額 

森 弘道 ２千円 種子田虎雄 ３千円 

有村久美子 ５千円   

 

加治木地区    

寄付者 故人 自治会 金額 

南原峰雄 南原ミ子 上東木 ２万円 

末重 章 末重正志 下新道 ３万円 

安藤みゆき 田代ツヨ子 里ノ下 ２万円 

南 春雄 南 ミフ 明神 ３万円 

原口明子 稲田壽子 田中 １万円 

鮫島武美 鮫島洋一郎 中福良 ３万円 

市薗テル子 市薗正治 内原田 ３万円 

永田リツ子 永田勝實 内原田 ３万円 

江口明子 石野 齊 吉原 ３万円 

飯田耕次 飯田和夫 竹下 １万円 

曲田光子 曲田義明 高井田 １万円 

今薗敬介 今薗チエ子 西反土後 ３万円 

米津美穂子 米津ミキ 弥勒 ２万円 

徳重義人 德重ヒサエ 岩原東 ３万円 

－ 穂森千代子 － － 

蒲生地区    

－ 酒匂照二 八幡 － 

水流嗣典 水流シツ 川東前 ３万円 

大迫美智子 大迫正人 本長谷 １万円 

千石洋子 千石喜一 町中 ３万円 

土持浩二 土持サツ 川東中 １万円 

－ 脇田勝美 － － 

東久保 東 東久保セツ子 高山団地 ３万円 

池上凉子 池上 功 川東上 － 

小原 勇 小原スミ子 北中 ３万円 

小原 隆 小原 勇 北中 ３万円 

松永政文 松永トミエ 漆 宇都 － 

 

 災 害 義 援 金  

 日本赤十字社では、次の義援金・救援金を募集していま
す。市社協本所及び各支所の窓口でお手続きできます。皆
さまのご支援をよろしくお願いいたします。 

 一 般 寄 付 ・ 物 品 寄 付  

 

 特 別 会 員  

 
社会福祉協議会は  

地域の皆さまに支えられて  

活動しています 

2024 年台湾東部沖地震救援金 

令和６年能登半島地震災害義援金 

ウクライナ人道危機救援金 

中東人道危機救援金 

イスラエル・ガザ人道危機救援金 

アフガニスタン人道危機救援金 

バングラデシュ南部避難民救援金 

 

■ 御芳名は１月１日から３月 31 日までに受け付けた寄付・ 
会費について掲載しています。 

■ 本誌の中で、「市社会福祉協議会」を「市社協」または 
「本会」と表記しています。 ■ 勝手ながら敬称を略させていただきます。 

■ 非掲載希望の欄には（－）を表示させていただいています。 
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Vol.12  
ＳＣがいく！ ～地域のお宝発見の旅～ 

 本号の表紙 

「 たくさんの笑顔が集まった１日 」 

山田校区コミュニティ協議会の福祉部では年に２回オレン

ジカフェ※を開催しています。スタッフはネットワーク会議

のメンバーでもあります。会議の中で「認知症」を理解して

もらうために劇で分かりやすく伝えるのはどうかとの提案

があり、劇団「山田かかし座」が立ち上がりました。今年１月

のオレンジカフェで初上演を行なったところ大変好評で、

今後は、小中学校等との連携も図って、幅広く地域で上演

出来たらと夢が膨らんでいます。 

竜門校区の「竜門わくわくサロン」は、健康体操や楽し

いゲーム等を通して和気あいあいとした時間を過ごし

ています。１年前に、交流会で皆さんに楽しんでもらえ

るような劇を披露したいとの申し出があり、今年２月開

催の「ふれあいいきいきサロン交流会」で上演していた

だきました。このメンバーには地域活動に積極的に参加

される方が多く、高齢者クラブの西元寿会や花いっぱい

運動・小学生の登下校の見守りをする姶良っ子見守り

隊もいらっしゃいます。 

▲ 演劇 「とめばあちゃんの味噌汁」の練習風景 ▲ 毎月１回開催のネットワーク会議 

▲ 姶良っ子見守り隊として登下校の見守
り 

※オレンジカフェ…認知症の方やご家族、地域の方や専門家が 

気楽に集い、交流を楽しんだり悩みを相談したりする場所 

生活支援コーディネーター（SC）が地域にお邪魔し、市内の様々な助け合いの取り組みや活動を取材しています。

今回は、「山田校区コミュニティ協議会福祉部」と「竜門わくわくサロン」の取り組みをご紹介します。 

メンバー 民生委員、福祉部員、地域の介護事業所 

 市地域包括支援センター、社協 SC 

内  容 ミニデイの報告、オレンジカフェ計画実施 

 地域福祉に関する情報共有 など 

▲ 公民館や学校の周りを花いっぱいに 
▲ いきいきサロン交流会で上演！ 

演劇 めざそう！健康長寿「ある日のできごと」 

開催頻度   毎週火曜日 

内    容   健康体操、ゲーム、お茶会 など 

開催場所   小山田公民館  

竜門わくわくサロン 

３月に開催した第１２回あいら福祉ま

つりでは、たくさんの方にご来場いただ

きありがとうございました。当日は、子

どもから高齢者、障がいがある方と様々

な方が来場され、コロナ前の活気が一気

に戻ったような熱気でした。 

スタッフとして参加された障がい者支

援事業所の利用者さんも、一生懸命に作

品を販売され、笑顔いっぱいのブースに

思わず写真を撮らせていただきました。 

山田地区ネットワーク会議 

地域を愛する 
皆さまと一緒に 
活動していきます！ 

生活支援 

コーディネーター紹介 


